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研究成果の概要（和文）： 
岩澤理論の関数体類似や変形の設定への一般化に対してのいくつかの成果を得た. 特に, 
ヒルベルトモジュラー形式の肥田変形からくる状況では, 代数的な側面においてはセルマ
ー群の振る舞いを記述するコントロール定理を示し, 解析的な側面では, 多変数の p 進 L
関数を構成した. また, ジーゲルモジュラー形式の肥田変形における局所的な岩澤理論, 
オイラー系の一般論を変形環が特異点を持つ場合に一般化する可換環論的研究でも大きな
進歩が得られた.  
 
 
研究成果の概要（英文）： 
We obtained several results on generalized Iwasawa theory especially on the  
function-field analogue of Iwasawa theory studying abelian varieties over global   
fields of positive characteristic and the deformation-theoretic generalization of  
Iwasawa theory. For the algebraic side of  Iwasawa theory, we proved the  
control theorem to study the behavior of Selmer groups on Hida deformations  
of Hilbert modular forms. For the analytic side of the theory, we constructed  
the p-adic L-functions in several variables on Hida deformations of Hilbert  
modular forms. We also worked on the Hida deformations of Siegel modular forms. 
We constructed the Coleman—Perrin-Riou map which interpolates dual  
exponential maps on the deformation. We also generalized our result on Euler system  
for deformation spaces removing the assumption that the deformation ring is regular. 
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１． 研究開始当初の背景 
 
岩澤理論は岩澤健吉氏が 1950 年代後半から
の研究で円分体のイデアル類群の研究にお
いて画期的な理論を創始して以後,	
 楕円曲
線やモジュラー形式などのより一般のガロ
ア表現に対する岩澤理論として一般化され
てきた.	
 特に,	
 Wiles や肥田の研究以後ガロ
ア変形という新しい要素が加わった.	
 岩澤
理論的な考え方が整数論の研究にもたらす
恩恵は計り知れず,	
 これらの新しい要素を
取り入れたより一層の理論の一般化が期待
されていた.	
 
 
２．研究の目的	
  
	
 

「ガロア変形的な視点での岩澤理論の一般化

」という長期計画に取り組んでいる.１０年近

い研究を通してこういった一般化された岩澤

理論で現れる新しい現象や問題点を理解し,	
 

前より正確に予想としての枠組みを考察でき

るようになった.	
 例えば,	
 あまり難しさや重

要さが意識されていないが一般に認識されて

いる以上にモチーフの周期というものがこう

いった岩澤理論の一般化には重要である現象

を深く認識できた.	
 定式化がかたまりつつあ

る一般化された岩澤理論に関しての課題はま

だ主予想が成り立つ具体例がひとつしかなく

もっと多くの成立例を確立させることも当面

の目標である.	
 	
 	
 	
 	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  
３．研究の方法 
 
楕円モジュラーを超えた一般化の理論の定
式化を確立するために, 特にヒルベルトモジ
ュラーな肥田変形とジーゲルモジュラーな
肥田変形という最も手近で重要なガロア変
形の具体例に的をしぼり, 以前に楕円モジュ
ラーな肥田変形の場合で得た様々な一般化
された変形の岩澤理論の結果をこれらの場
合に拡張することを試みる. その過程で, 可
能な場合は, それらに限らない一般的な理論
や予想の定式化を得たい.  
	
 
４．研究成果	
 
 
ヒルベルトモジュラー形式の肥田変形から

くる状況においては, 代数的な側面におい
てはセルマー群の振る舞いを記述するコン
トロール定理を示した. 研究代表者が 10
年ほど前に楕円モジュラー形式の肥田変形
において示した結果の一般化であるが，変
数の数が増える難しさヒルベルトモジュラ
ーな肥田理論の技術的な難しさを克服し結
果を得た (Fouquet氏との共同研究). 解析
的な側面では, 多変数の p進 L関数を構成
した. やはりヒルベルトモジュラーの肥田
変形の複雑な形状や単数群の作用の問題, 
モジュラーシンボルを高次元で扱うことな
どが大変である. 予想されるベストの p 進
L 函数ではないが, はじめてヒルベルトモ
ジュラーの肥田変形全体で p進 L函数を構
成した. また, ジーゲルモジュラー形式の
肥田変形においてはオイラー系から p進 L
函数を作る枠組みである Coleman 写像の
理論を確立した	
 （）Lemma 氏との共同
研究. また, 特異点をもつ混標数の可換環
において Bertini 型の定理を確立し, その
応用としてオイラー系の一般論を変形環が
特異点を持つ場合に一般化した. (下元氏と
の共同研究)  
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